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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第101期

第３四半期
連結累計期間

第102期
第３四半期
連結累計期間

第101期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 26,924 27,677 35,905

経常利益 (百万円) 1,566 1,009 1,810

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,103 861 1,200

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 852 1,230 1,802

純資産額 (百万円) 30,624 32,199 31,574

総資産額 (百万円) 42,904 43,697 42,952

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 25.81 20.09 28.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 69.48 71.61 71.46
 

　

回次
第101期

第３四半期
連結会計期間

第102期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.17 2.40
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営んでいる事業の内容に重要な変更は

ありません。

なお、第２四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第

４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「Ⅱ　

２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　
当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　
当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
(1)業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融緩和による円安効果や株高

の進行を背景に、緩やかながら一部に回復の兆しがあるものの全般的な回復には至りませんでした。一

方海外は欧州の景気停滞や中国をはじめとする新興国経済の減速など、依然として景気回復には時間を

要す状況です。

　このような状況のなか、当第３四半期連結累計期間の売上高は、27,677百万円（前年同期比2.8%増）

となり、営業利益は474百万円（前年同期比59.9%減）、経常利益は1,009百万円（前年同期比35.6%

減）、四半期純利益は861百万円（前年同期比22.0%減）の増収減益となりました。

　
事業のセグメント別状況は以下の通りであります。

　
①　繊維事業

衣料ファブリック部門は、当社の得意とする高感性・高機能素材の開発と市場導入の積極的な推進に

より、特に欧州市場を中心にファッション衣料が堅調に推移し増加しました。また、スポーツ衣料はア

ウター素材を含めて海外市場で持ち直しの兆しを見せておりますが、在庫過多による民族衣装市場の低

迷及び中国事業の低迷により、当部門全体ではわずかな伸張となりました。

 資材ファブリック部門は、医療・福祉のメディカル分野及び生活関連資材分野が堅調に推移し増加し

たものの、リビングはほぼ横ばいに留まり車輌分野は減少となりました。また、超微多孔スポンジ状セ

ラミック基盤「グリーンビズ」は、環境市場に対し建設業界と連携した積極的な活用提案を行い、着実

に市場認知度を高めています。

　製品部門は、株式会社パッゾの買収により拡大しました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当事業の売上高は26,856百万円（前年同期比2.8%増）、セ

グメント利益（営業利益）は342百万円（前年同期比67.8%減）となりました。

　
②　物流物販事業

物流分野が堅調に推移し、当第３四半期連結累計期間の当事業の売上高は821百万円（前年同期比

2.7%増）、セグメント利益（営業利益）は130百万円（前年同期比14.4%増）となりました。

　
(2)研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は511百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 43,140,999 同左
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株であります。

計 43,140,999 同左 ― ―
 

(注)完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない株式であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年12月31日 ─ 43,140 ─ 4,680 ─ 4,720
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   252,000

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式 42,568,000 42,568 ―

単元未満株式  普通株式   320,999 ― ―

発行済株式総数 43,140,999 ― ―

総株主の議決権 ― 42,568 ―
 

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

小松精練株式会社

石川県能美市浜町ヌ167番
地

252,000 ─ 252,000 0.58

計 ― 252,000 ─ 252,000 0.58
 

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）あります。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,361 7,790

受取手形及び売掛金
※１ 7,728 ※１ 7,765

有価証券 3,940 4,140

商品及び製品 2,063 2,332

仕掛品 889 861

原材料及び貯蔵品 1,968 1,926

繰延税金資産 257 183

その他 380 461

貸倒引当金 △51 △45

流動資産合計 24,537 25,414

固定資産

有形固定資産 7,896 7,902

無形固定資産 239 260

投資その他の資産

長期預金 1,000 1,000

投資有価証券 7,370 7,511

繰延税金資産 810 725

その他 1,116 897

貸倒引当金 △17 △14

投資その他の資産合計 10,279 10,119

固定資産合計 18,414 18,282

資産合計 42,952 43,697
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 5,176 5,772

短期借入金 251 250

未払法人税等 357 28

賞与引当金 343 173

その他の引当金 18 77

その他 1,093 1,092

流動負債合計 7,241 7,395

固定負債

退職給付引当金 3,419 3,374

役員退職慰労引当金 516 503

環境対策引当金 11 11

その他 189 213

固定負債合計 4,136 4,102

負債合計 11,378 11,497

純資産の部

株主資本

資本金 4,680 4,680

資本剰余金 4,720 4,720

利益剰余金 20,949 21,155

自己株式 △108 △112

株主資本合計 30,242 30,443

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 548 716

為替換算調整勘定 △98 130

その他の包括利益累計額合計 449 847

少数株主持分 882 908

純資産合計 31,574 32,199

負債純資産合計 42,952 43,697
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 26,924 27,677

売上原価 21,586 22,189

売上総利益 5,337 5,488

販売費及び一般管理費 4,152 5,013

営業利益 1,185 474

営業外収益

受取配当金 105 103

持分法による投資利益 121 163

為替差益 6 112

その他 180 164

営業外収益合計 413 544

営業外費用

支払利息 2 1

その他 30 8

営業外費用合計 33 9

経常利益 1,566 1,009

特別利益

固定資産売却益 0 1

投資有価証券売却益 67 56

負ののれん発生益 117 －

その他 － 1

特別利益合計 185 59

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 9 8

投資有価証券売却損 86 －

臨時損失 13 2

その他 0 －

特別損失合計 108 11

税金等調整前四半期純利益 1,643 1,057

法人税、住民税及び事業税 432 233

法人税等調整額 151 71

法人税等合計 584 304

少数株主損益調整前四半期純利益 1,059 752

少数株主損失（△） △44 △108

四半期純利益 1,103 861

EDINET提出書類

小松精練株式会社(E00591)

四半期報告書

 9/16



【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,059 752

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △213 159

為替換算調整勘定 5 364

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △45

その他の包括利益合計 △206 477

四半期包括利益 852 1,230

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 894 1,204

少数株主に係る四半期包括利益 △42 26
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理してお

ります。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期

間末日満期手形が、四半期連結会計期間末日残高に含まれております。
　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 162百万円 56百万円

支払手形 275 〃 ―
 

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含
む。)、のれんの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 945百万円 929百万円

のれんの償却額 25 〃 ―

負ののれんの償却額 5 〃 5 〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 255 6.00 平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

平成24年10月30日
取締役会

普通株式 257 6.00 平成24年９月30日 平成24年11月30日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 343 8.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年10月31日
取締役会

普通株式 257 6.00 平成25年９月30日 平成25年11月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）繊維事業 物流物販事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 26,123 800 26,924 ─ 26,924

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

47 1,330 1,377 △1,377 ─

計 26,170 2,130 28,301 △1,377 26,924

セグメント利益 1,063 114 1,177 8 1,185
 

(注) １　セグメント利益の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）繊維事業 物流物販事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 26,856 821 27,677 ― 27,677

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

53 1,293 1,346 △1,346 ―

計 26,909 2,115 29,024 △1,346 27,677

セグメント利益 342 130 472 2 474
 

(注) １　セグメント利益の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループは、子会社の合併に伴い報告セグメントを見直し、第２四半期連結累計期間より、従来の報

告セグメントの「その他の事業」を「物流物販事業」に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 25円81銭 20円09銭

(算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(百万円) 1,103 861

 普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,103 861

 普通株式の期中平均株式数(千株) 42,767 42,890
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

第102期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当について、平成25年10月31日開催の

取締役会において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を

行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 257百万円

②　１株当たりの金額 6円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年11月29日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　浜　　田　　　 亘　 　　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　秋　　山　　高　　広　　㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月13日

小松精練株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小

松精練株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小松精練株式会社及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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